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ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
僅
為
三
○
余
年
間
に
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
食
料
品
小
売
部
門
を
席
捲
、
制
覇
し
、
ア
メ
リ
カ
庭
お
け
る

伝
統
的
小
売
業
（
自
動
車
取
扱
業
を
除
く
）
全
休
漣
お
い
て
も
百

貨
店
等
を
凌
駕
し
て
、
『
販
売
高
の
王
者
』
に
の
し
あ
が
っ
た
。

エ
モ
リ
ー
大
学
フ
ラ
ン
ク
．
Ｊ
・
チ
ャ
ー
パ
ッ
ト
教
授
の
軒

書
『
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
』
旬
日
。
戸
一
］
・
○
冨
易
Ｅ
》

、
ロ
ロ
日
日
日
屏
の
庁
ご
醇
冨
囚
、
昌
一
一
目
ｃ
ｃ
・
Ｚ
の
弓
臣
貝
一
【
）
］
・
臼

は
、
こ
の
『
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
革
新
ご
］
鹿
島
島
］
］
媚
旨
ロ
・
’

息
二
○
口
』
『
流
通
革
命
息
ぐ
Ｃ
ｌ
貝
ご
ロ
ー
ロ
島
⑩
国
一
）
具
一
○
口
』
を
も
っ

て
よ
ば
れ
る
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
成
長
の
系
統
的
分
析
の

一
助
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

教
授
は
本
書
の
中
で
、
七
○
表
に
の
ぼ
る
幾
樹
な
デ
ー
タ
を
駆

使
し
て
、
経
済
社
会
の
諸
条
件
の
変
化
と
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト

同
『
圏
弄
］
・
ロ
】
胃
ご
員
尹
、
三
百
の
『
ョ
貰
一
【
の
二
．
砲
（
岡
Ⅲ
）

句
国
口
丙
］
・
○
ゴ
胃
く
昌
一
の
二
一
〕
の
国
ご
ｍ
Ｈ
歸
巴
言
い経
営
方
針
の
変
化
の
相
互
的
関
述
に
お
い
て
短
い
な
が
ら
も
す
で

に
礎
史
的
と
も
い
え
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
発
展
の
経
過
を
追

跡
し
て
い
る
が
、
我
汽
は
本
書
か
ら
大
恐
慌
以
後
の
、
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
食
料
品
小
売
流
通
従
路
の
変
化
に
お
い
て
、
そ
こ
に
貫

く
焚
木
の
一
般
的
諸
傾
向
と
、
こ
の
傾
向
の
競
争
過
程
を
通
し
て

の
現
実
的
股
附
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

木
裡
は
一
二
瀧
に
分
か
た
れ
、
第
一
章
序
論
、
第
二
章
ス

ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ヅ
ト
の
発
展
、
第
三
章
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
成
良
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
外
的
要
因
、
第
四
章
販
売
活
動
、

箙
五
瀬
仕
入
れ
活
動
と
差
益
、
第
六
激
営
業
費
と
利
潤
、
第

七
嗽
財
務
要
因
、
第
八
ポ
食
料
船
店
に
与
え
た
初
期
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
価
撃
、
第
九
承
大
企
業
と
な
る
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
統
合
、
第
一
○
章
食
料
品
店
店
加
数
お
よ
び
売
上

一
二
九

岡
田
裕
之



教
授
は
、
造
語
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
、
合
衆
国
西

部
で
一
九
二
○
年
代
に
発
展
し
た
大
規
模
食
料
品
店
と
結
び
つ
い

て
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
全
国
に
普
及
し
た
こ
の
特
殊
な
形
態
の
、

百
貨
店
風
の
食
料
品
小
売
店
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
っ
た
言
蕊
と

し
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
、
識
諭
の
出
発
点
と
す
る
。
「
ス
ー
．
ハ

ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
と
は
年
間
五
○
万
ド
ル
以
上
の
売
上
商
を
あ
げ
る

墓
所
を
備
え
、
食
料
品
の
雑
礎
幽
総
門
ｌ
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ

ス
の
食
料
品
雑
貨
部
門
、
食
肉
部
門
、
蒲
果
物
部
門
、
酪
製
品
部

Ⅲ
Ｉ
を
持
ち
、
そ
の
他
若
干
の
繍
門
を
加
え
て
百
貨
店
化
さ
れ

た
食
料
品
小
売
店
の
こ
と
で
あ
る
。
」
（
七
頁
）

教
授
ほ
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
の
歴
史
的
発
展
経
過
を
四
つ
の

滕
噸
に
分
け
て
説
明
す
る
．
す
な
わ
ち
’

第
一
期
一
九
三
○
年
以
前
の
大
規
模
マ
ー
ケ
ッ
ト
期

第
二
期
一
九
一
一
一
○
年
か
ら
一
九
一
一
一
五
年
蓑
で
の
〃
安
売
り

：
Ｂ
ご
〃
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
期

高
の
変
化
、
第
二
章
食
料
品
販
売
径
路
の
型
に
よ
る
主
要
商

品
部
門
売
上
高
の
変
化
、
第
一
二
章
経
営
政
莱
と
展
望
、
か
ら

成
っ
て
い
る
。
逐
次
的
な
紹
介
は
不
可
能
な
の
で
、
こ
Ｌ
に
そ
の

梗
概
を
鳥
願
的
に
示
し
て
み
た
い
。

第
一
期
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
規
棋
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
決
し
て
新
し
い
制

度
で
は
な
く
、
ボ
ス
ト
ン
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
古
く
一
六
五
八
年
に

ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
九
一
八
年
の
国
勢
調
査
に
は
既

に
人
口
三
万
以
上
の
都
市
に
一
七
四
の
大
規
模
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
規
模
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
、
二
、
広
い
面
識
を
も
ち
、
｜
｜
、
個
別
的
に
営
業
す

る
種
斉
の
所
有
者
に
償
賛
す
る
多
く
の
陳
列
台
、
売
店
乃
至
区
画

を
も
っ
て
お
り
、
三
、
各
セ
ク
シ
雪
ン
の
売
上
満
は
相
対
的
に
小

さ
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
全
体
と
し
て
は
大
き
か
っ

た
」
（
一
二
頁
）
の
で
あ
っ
て
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
〃
心
臓
〃

と
も
い
う
べ
き
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
を
欠
い
て
い
た
の
で
、
な
お

今
日
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
教

授
は
さ
き
の
定
義
と
共
通
す
る
面
を
も
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
を

「
現
代
ス
ー
。
ハ
ー
の
先
駆
で
あ
っ
た
」
（
一
三
頁
）
と
評
価
す
る
。

二
二
○

第
三
期
一
九
一
一
一
五
年
か
ら
一
九
四
六
年
ま
で
の
実
験
的
成
長

お
よ
び
発
展
期

鈍
四
期
一
九
四
六
年
以
後
の
戦
後
の
〃
現
代
的
〃
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
期



セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
を
最
初
に
採
用
し
た
の
は
、
一
九
一
六
年
、

テ
ネ
シ
ー
州
メ
ソ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
ピ
グ
リ
ー
・
ウ
ィ
グ
リ
ー
・

ス
ト
ア
国
頒
、
｝
）
『
尋
「
一
ｍ
ｍ
辱
い
Ｓ
】
・
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
開
店
来

六
ヶ
月
に
お
い
て
、
経
費
三
、
四
○
○
ド
ル
で
総
売
上
高
一
一
一
、

四
○
○
ド
ル
（
経
費
率
三
％
）
を
あ
げ
、
年
間
一
一
一
九
回
の
資
本
回

転
率
を
示
し
た
。
」
（
一
四
頁
）
教
授
は
こ
の
ピ
グ
リ
ー
・
ウ
ィ
グ

リ
ー
の
チ
ェ
イ
ン
・
ス
ト
ア
に
つ
い
て
「
利
川
で
き
る
資
料
に
韮

い
て
判
断
す
る
と
、
相
当
数
の
ピ
グ
リ
ー
・
ウ
ィ
グ
リ
ー
・
ス
ト

ア
は
今
日
の
我
荏
の
定
義
で
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
っ

た
」
（
一
五
頁
）
と
述
ぺ
て
い
る
。

も
う
一
つ
注
目
す
ぺ
き
は
、
一
九
三
○
年
以
前
に
ロ
ス
ア
ン
ゼ

ル
ス
地
域
で
繁
昌
し
た
〃
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ス
ト
ア
〃
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
〃
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ス
ト
ア
〃
は
、
集
中
さ
れ
た
管
理
の
下

に
経
営
さ
れ
る
大
規
模
な
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
の
食
料
品
店
ま
た

は
一
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
内
の
い
く
つ
か
の
独
立
単
位
店
か
ら
成
る

オ
ー
プ
ン
・
ワ
ロ
ソ
ト
ド
ラ
イ
ブ
・
イ
ン

前
一
四
解
放
、
〈
日
勤
車
乗
入
式
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
一
八
七
一

年
に
設
立
さ
れ
、
一
九
二
六
年
に
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
を
採
用

し
現
在
も
営
業
を
続
け
て
い
る
、
ラ
ル
フ
ス
・
グ
ロ
ー
サ
リ
ー

閃
昌
嘗
草
の
。
Ｈ
ｏ
ｎ
の
畠
○
○
・
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
教
授
は
こ
れ
ら
の

〃
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ス
ト
ア
〃
を
今
日
の
定
義
で
の
ス
ー
パ
ー
マ
１

句
『
岱
己
戸
］
・
ロ
国
『
く
国
々
印
巨
己
曾
冒
胃
弄
の
ご
『
］
輔
（
岡
田
）

第
二
期
。

一
九
三
○
年
代
初
頭
の
世
界
大
恐
慌
は
食
料
品
小
売
部
面
に
も

激
し
い
変
動
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
全
米

に
族
生
し
た
。
こ
の
時
期
が
〃
安
売
り
８
２
巳
〃
ス
ー
．
〈
ｌ
マ

ー
ケ
ッ
ト
時
代
で
あ
る
。
一
千
万
に
上
る
失
業
者
が
発
生
し
、
国

民
所
得
は
半
分
以
下
に
減
少
し
た
。
勤
労
者
大
衆
に
と
っ
て
は
食

料
品
の
低
価
格
は
何
も
の
に
も
か
え
雌
い
魅
力
と
な
っ
た
。

一
九
一
一
一
○
年
キ
ン
グ
・
カ
レ
ン
嵐
口
頤
門
口
二
目
は
一
一
ニ
ー
ョ

ー
ク
市
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
最
初
の
〃
安
売

り
〃
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
店
し
て
成
功
し
、
一
九
三
一
一
年

に
は
ビ
ッ
グ
・
ペ
ア
囚
胆
団
の
胃
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
シ
ー
州
エ

リ
ザ
ベ
ス
で
そ
れ
に
続
い
た
。
こ
れ
ら
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
い
ず
れ
も
低
価
格
を
セ
ン
セ
イ
シ
ョ
ナ
ル
に
売
り
こ
ん
だ
の
で

あ
り
、
キ
ン
グ
・
カ
レ
ン
は
〃
価
格
破
壊
者
目
育
勺
Ｈ
－
８
司
円
⑦
‐

’
’
一
一
一

ケ
ッ
ト
で
あ
っ
た
、
と
判
断
す
る
。

藤
西
部
以
外
に
南
西
部
に
も
こ
れ
に
似
た
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ

ト
は
存
在
し
た
が
、
し
か
し
一
九
二
○
年
代
は
全
く
客
狩
の
専
門

的
食
料
品
店
の
全
磯
期
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
だ
極
め
て
局
地
的

な
も
の
で
あ
っ
た
。



ｎ
戸
の
Ｈ
〃
を
、
ビ
ッ
グ
・
ペ
ア
は
〃
価
格
粉
砕
者
自
冨
宅
１
８
○
日
‐

：
円
〃
を
自
称
し
た
。
こ
の
〃
安
売
り
〃
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
〃
現
代
的
〃
な
そ
れ
と
は
外
観
か
ら
し
て
甚
だ
し
く
異
っ
た
も

チ
ー
ピ
ー

の
で
あ
っ
た
。
「
〃
安
価
〃
の
形
容
は
価
格
榊
造
に
も
外
観
に
別
・

適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
。
内
部
に
区
切
り
は
な
く
、
床
や
天
井
は

む
き
出
し
で
道
具
に
は
彩
色
が
な
く
、
咽
球
は
裸
だ
し
、
万
板
は

け
ば
け
ば
し
く
、
商
品
は
到
る
所
に
山
職
み
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

単
位
店
は
人
口
の
密
集
し
た
地
区
の
周
辺
の
地
代
の
安
い
地
域
で

繁
昌
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
に
は
、
〃
安
売
り
〃
店
は
廃
倉
庫
、

空
デ
パ
ー
ト
、
空
ガ
レ
ー
ジ
、
空
工
場
な
ど
に
も
開
設
さ
れ
た
。
」

二
八
頁
）

東
部
に
お
い
て
こ
の
〃
安
売
り
〃
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
族

生
し
た
事
惰
を
、
教
授
は
「
一
九
三
○
年
代
初
頭
に
あ
っ
て
は
、

低
所
得
と
失
業
が
低
価
格
を
股
火
重
要
耶
た
ら
し
め
た
珈
爽
」
（
二

○
頁
）
に
帰
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
低
価
格
政
策
は
そ
の
後
の

景
気
回
復
、
国
民
所
得
の
上
昇
、
〃
現
代
的
〃
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
発
展
に
罫
ｂ
か
上
わ
ら
ず
、
終
始
そ
の
最
も
有
効
な
競
争
手

段
と
な
っ
て
い
る
。

か
く
て
、
そ
れ
ま
で
独
立
小
売
店
に
対
し
て
低
伽
格
を
も
っ
て

顧
客
を
ひ
き
つ
け
て
い
た
述
鋤
店
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

一一一一一一

「
お
株
を
奪
わ
れ
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
ビ
ッ
グ
・
ベ
ア

の
価
格
よ
・
ｎ
リ
●
も
連
鎖
店
の
価
格
は
一
一
一
・
八
％
高
く
、
ま
た
一
九

三
五
年
に
全
国
一
六
の
都
市
で
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
主
要

商
品
価
格
に
つ
い
て
四
・
八
％
か
ら
一
一
二
・
九
％
安
く
売
っ
て
い

た
。
籾
差
益
（
売
上
両
マ
イ
ナ
ス
仙
人
原
価
）
は
独
立
小
売
店
で

二
五
・
八
一
％
迎
鋤
店
で
一
八
’
二
一
一
％
ス
ー
，
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
一
二
％
の
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
こ
の
時
Ｍ
に
お
け
る
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
営
業
の
統
計
は
伝
統
的
な
シ
伸
勺
－
１
日
房

の
Ｈ
田
［
シ
ニ
営
口
、
舛
且
宅
四
昌
一
、
目
の
鐸
ｏ
Ｐ
ｌ
－
の
単
位
店

、
８
口
。
『
『
こ
⑫
芹
日
。
及
び
通
常
の
独
立
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ー
ケ
ッ
ト
が
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
と
競
争
す
る
の
は
極
度
に
困

雌
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
」
（
二
五
頁
）

低
利
幅
、
低
溌
業
溌
、
大
脳
販
売
の
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

進
川
は
独
立
小
売
店
及
び
述
釧
店
の
科
威
と
な
っ
た
。
ビ
ッ
グ
・

ベ
ア
の
生
誕
地
で
あ
り
、
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
の
柵
床
と
、
ｘ
ｂ
な

っ
た
一
一
１
．
－
ジ
鋤
’
－
シ
ー
州
で
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対

す
る
独
立
店
や
連
鎖
店
の
抗
争
が
激
し
か
っ
た
。
独
立
店
及
び
連

鎖
店
は
、
州
議
会
に
ス
ー
バ
ー
の
活
動
を
制
限
す
る
法
案
の
提
出

や
、
合
同
ピ
ケ
ッ
ト
、
ビ
ッ
グ
・
ペ
ア
の
広
告
を
す
る
新
聞
社
へ

の
脅
迫
等
を
行
っ
た
。
全
米
食
料
品
雑
貨
製
造
者
迎
合
会
月
昏
⑦



津
ｍ
ｍ
Ｃ
ｎ
一
旦
巳
昌
：
ロ
〔
：
〔
貝
貝
の
○
ｍ
し
日
日
一
日
Ｃ
閉
ｏ
Ｈ
ｏ
８
ｑ

厚
。
：
、
扇
ほ
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
非
難
す
る
〃
反
不
公
正

価
格
競
争
・
川
内
商
業
係
護
法
〃
の
草
案
を
作
成
し
た
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
妨
害
爵
反
対
・
非
難
に
も
か
上
わ
ら
ず
〃
安
売
り
〃
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
拡
大
し
た
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
強
力
な
競
争
力
に
よ
っ
て
、
独
立
小

売
店
は
以
下
の
諸
手
段
を
撰
択
す
ぺ
き
状
況
に
追
い
こ
ま
れ
た
。

す
な
わ
ち
「
｜
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
へ
の
運
動
に
合
流

す
る
。
二
、
経
徴
管
理
を
厳
し
く
す
る
。
三
、
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ

ス
乃
至
部
分
的
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
に
切
り
換
え
る
。
四
、
サ
ー

ビ
ス
を
改
善
し
顧
客
が
よ
り
快
適
な
気
分
に
な
る
よ
う
に
試
み

る
。
五
、
食
肉
の
取
扱
い
を
附
加
し
、
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ー
ケ
ッ
ト
沼
動
に
切
り
換
え
る
。
六
、
ス
ー
パ
ー
及
び
辿
鋤
店
と

競
争
す
る
た
め
低
価
格
で
主
要
商
品
を
仕
入
れ
る
協
同
組
合
或
は

購
買
迎
合
に
加
入
す
る
。
七
、
流
通
澱
削
減
の
た
め
の
種
痔
の
計

画
に
卸
売
商
と
共
同
す
る
。
八
、
営
業
時
間
を
ず
ら
す
，
一
（
一
五

七
頁
）
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
〃
安
売
り
〃
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ゾ
ト
の
初
期
の
価
喋
を
概
観

し
て
、
小
独
立
食
料
品
店
は
近
傍
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ヶ
ジ
ト
と
の

競
争
に
よ
り
売
上
薊
を
減
少
せ
し
め
ら
れ
た
と
結
論
す
る
こ
と
が

同
国
』
］
一
〈
］
・
ロ
］
仏
『
く
豐
聿
⑭
息
員
冒
日
・
一
息
二
戸
〕
に
（
岡
田
）

第
三
期
。

そ
れ
で
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
脅
威
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ

の
迎
鎖
店
は
ど
の
よ
う
な
方
向
を
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
シ
俸

勺
、
ク
ロ
ー
ガ
ー
【
８
胸
曾
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス

ト
ア
国
尉
斤
三
員
｛
Ｃ
皀
巴
⑩
［
○
吋
の
、
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ト
ア

シ
ョ
の
国
Ｂ
ｐ
ｍ
８
Ｈ
の
⑩
等
の
辿
錨
店
は
自
ら
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト

の
絲
営
に
の
り
出
し
、
こ
Ｌ
に
〃
安
売
り
〃
時
代
か
ら
〃
爽
験
〃

そ
し
て
本
格
的
発
展
の
時
代
が
は
じ
ま
っ
た
。
既
存
の
大
商
業
貸

本
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
業
に
流
れ
込
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

「
こ
の
時
に
は
、
鈩
俸
マ
ク
ロ
ー
ガ
ー
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ト
ア
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ト
ア
等
の
迩
鋤
店
が
実

一一一一一一一

で
き
る
。
一
般
に
独
立
店
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
近
け
れ
ば

近
い
ほ
ど
損
失
は
大
き
い
。
若
干
の
〃
安
売
り
〃
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
距
離
五
○
マ
イ
ル
ま
で
の
願
客
を
ひ
き
つ
け
た
。
」

（
一
五
七
頁
）

独
立
店
や
迎
鋤
店
の
経
営
者
達
が
当
初
考
え
て
い
た
よ
う
に
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
不
況
の
一
時
的
雄
物
で
は
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
、
失
業
の
減
少
、
国
民
所
得
の
回
復
に
も
か
比
わ
ら
ず

存
続
し
、
成
長
を
続
け
た
。



験
的
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
設
し
た
。
だ
が
斯
業
の
指
導

的
企
業
で
あ
る
シ
伜
宅
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
そ
の
発
展

の
第
二
段
階
た
ら
し
め
る
決
定
を
下
し
た
の
は
一
九
三
七
年
だ
っ

た
。
…
…
一
九
一
一
一
○
年
代
末
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
数
の
増
加

は
多
く
は
連
鎖
店
か
ら
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
転
換
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
一
九
一
一
一
六
年
か
ら
一
九
三
八
年
の
間
に
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
数
は
一
、
二
○
○
か
ら
四
、
九
八
二
に
飛
蹄
的
に
増

加
し
た
。
」
（
二
五
’
二
六
頁
）

世
界
砿
大
の
食
料
品
小
売
会
社
房
厚
宅
は
一
九
二
九
年
に
全

食
料
品
店
及
び
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
上
げ
の

一
三
％
を
占
め
、
一
九
三
○
年
に
そ
の
活
動
は
絶
頂
に
達
し
て
い

た
。
だ
が
そ
の
後
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
営
業
に
の
り
出
す

ま
で
売
上
高
の
減
少
傾
向
が
続
く
の
で
あ
る
。
少
陣
勺
の
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
単
位
店
を
と
る
と
、
一
九
三
○
年
に
独
立
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー

ヶ
ッ
ト
が
近
傍
に
競
争
者
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
よ
り
、
売
上

高
は
三
九
四
○
万
ド
ル
（
’
九
三
○
年
）
か
ら
二
五
四
○
万
ド
ル

（
一
九
一
一
一
七
年
）
に
落
ち
、
一
一
一
○
万
ド
ル
の
利
益
（
一
九
三
○

年
）
を
あ
げ
て
い
た
も
の
が
、
四
○
万
ド
ル
の
損
失
（
’
九
三
七

年
）
を
譲
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
業
界
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
シ

陣
甸
は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
七
年

二
二
四

ま
で
に
全
食
料
ロ
叩
雑
貨
店
及
び
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
重
ソ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
売
上
商
滅
少
は
雌
か
一
・
四
％
に
と
Ｎ
ま
っ
た
の
に
、
シ
俸

勺
の
売
上
高
減
少
は
一
七
％
に
及
ん
だ
ｐ

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
し
て
し
陣
勺
は
一
九
三
五
年
ケ
ン

タ
ッ
キ
ー
州
に
、
続
い
て
テ
ネ
シ
ー
州
に
、
さ
ら
に
シ
ン
シ
ナ
チ

及
び
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
い
た
。
そ
し

て
こ
の
実
験
が
成
功
し
た
の
を
見
て
、
経
営
首
脳
部
は
一
九
三
七

年
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
全
面
的
切
り
換
え
の
方
針
を
決
定

し
た
。
鈩
俸
勺
以
外
の
大
連
鎖
店
に
も
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
あ
て

は
ま
る
。
「
す
ぺ
て
の
食
料
品
連
鎖
店
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
発
展
に
直
面
し
た
。
す
べ
て
が
小
店
舗
を
な
く
し
、
ス
ー
．
ハ
ー

マ
ー
ヶ
ッ
ト
を
開
く
と
い
う
共
通
し
た
政
策
を
採
用
し
た
。
異
っ

た
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
砿
換
速
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
」
（
一
五
九

頁
）伝
統
的
大
商
業
資
本
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
は
、

国
民
所
得
の
安
定
と
上
昇
、
失
業
の
減
少
に
伴
う
、
消
糾
箸
の
峨

貿
行
動
の
変
化
と
と
も
に
、
単
な
る
安
伽
の
ア
ピ
ー
ル
の
み
で
な

く
、
建
物
・
設
備
に
も
金
を
か
け
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
作

り
出
し
て
き
た
。
す
で
に
〃
現
代
的
〃
と
い
わ
れ
る
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
姿
を
そ
れ
は
と
り
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
「
こ
の
型



〔
〃
淡
葹
り
〃
型
Ｉ
岡
田
〕
の
獅
麟
は
一
九
三
五
箙
に
は
じ
龍

る
よ
り
魅
力
的
な
ス
ー
．
〈
１
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
設
に
よ
っ
て
、
急

速
に
そ
の
吸
引
力
を
失
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
す
で
に
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
の
原
理
は
健
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
た
。
国
民
所
得
及
び
雁
怖
は
噸
大
し
た
・
新
溢
水
は
ス
ー
．
ハ

ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
業
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
は
じ
め
た
。
…
…
施
設
・
処

物
に
よ
り
大
な
る
投
資
が
行
わ
れ
、
店
舗
の
外
側
・
内
部
の
改
良

が
行
わ
れ
た
…
…
」
（
二
五
頁
）

第
二
次
大
戦
中
は
、
食
料
配
船
制
、
建
築
資
材
制
限
、
自
動
班

利
用
制
限
等
に
あ
っ
た
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
そ
れ
ま
で

専
ら
食
料
品
の
取
扱
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
の
期
に
非
食
冊
の
取

扱
も
行
う
よ
う
に
な
り
、
経
営
多
角
化
の
雅
礎
を
築
い
た
。

第
四
期
。

戦
後
一
九
四
六
年
に
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
そ
の
発
展
の

新
な
刺
激
を
得
た
。
人
口
は
都
市
中
心
部
か
ら
郊
外
へ
移
動
し
、

郊
外
地
区
で
の
住
宅
建
築
が
増
大
し
て
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
設
さ
れ
る
ぺ
き
多
く
の
地
点
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
多

数
の
独
立
小
売
店
は
商
品
販
売
の
こ
の
新
方
法
に
対
仇
競
争
し
え

な
い
こ
と
を
悟
っ
て
、
店
舗
を
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
切
り
換

司
佃
口
丙
〕
・
○
云
閏
ご
曾
申
の
巨
己
の
『
目
、
『
再
凰
冒
、
（
岡
田
）

え
た
。
新
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
で
は
、
床
而
枇
は
拡
大
さ
れ
、

駐
車
設
備
は
改
善
さ
れ
、
内
部
も
外
観
も
洗
練
さ
れ
た
も
の
に
な

り
、
音
楽
を
流
し
た
り
、
エ
ア
・
『
ニ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
如
き

サ
ー
ピ
ー
〈
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
期
に
ス
ー
・
ハ
ー
マ

ー
ヶ
ヅ
ト
は
数
の
上
で
二
二
一
一
％
売
上
間
で
六
一
一
一
七
％
地
大
し

た
・
（
戦
後
川
の
主
要
特
徴
で
あ
る
、
集
中
・
統
合
に
つ
い
て
は

後
に
細
介
す
る
）一一

教
授
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
こ
の
発
展
を
外
的
婆
因
と
、

そ
れ
に
対
応
す
る
経
営
政
策
の
両
面
か
ら
分
析
す
る
。

外
的
要
因
と
し
て
は
次
の
九
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
一
。
個
人
の
支
川
可
能
収
入
及
び
消
戯
支
川
の
変
化

一
九
三
五
年
以
降
、
個
人
の
支
出
可
能
収
入
と
澗
費
支
出
は
、

総
額
で
も
一
人
当
り
に
し
て
も
実
磁
的
に
増
大
し
、
個
人
消
慨
の

う
ち
雅
礎
的
化
減
手
段
に
慨
さ
れ
る
部
分
が
相
対
的
に
低
く
な
る

傾
向
が
小
じ
た
。
食
料
品
店
は
荊
賀
者
の
蝋
大
す
る
支
出
の
一
大

部
分
を
〃
著
侈
的
〃
食
料
品
及
び
追
加
的
非
食
品
の
販
売
に
よ
っ

て
鰹
得
し
た
。

第
二
。
収
入
上
位
階
層
比
率
の
変
動

失
業
が
減
少
し
、
租
税
柵
造
が
変
化
し
、
低
所
得
屑
と
く
に
農

一
一
二
五



民
及
び
賃
労
働
者
の
収
入
が
増
大
し
て
、
収
入
上
位
階
層
の
占
め

る
比
率
が
著
し
く
減
少
す
る
傾
向
を
示
し
た
。

第
三
。
食
料
品
消
費
．
〈
タ
ー
ン
の
変
化

食
料
船
消
費
は
こ
の
期
川
に
、
馬
鈴
薯
・
穀
物
の
如
き
鑓
が
嵩

ば
る
が
高
価
で
な
い
も
の
か
ら
、
よ
り
高
価
な
野
菜
・
新
鮮
な
果

物
・
肉
・
酪
製
品
へ
変
っ
て
き
た
。
「
食
料
Ⅲ
澗
費
悩
習
の
こ
の

変
化
は
、
一
般
に
食
料
品
商
業
、
と
く
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
有
利
で
あ
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
こ
れ
ら
の
品
目
で

販
売
高
を
増
や
し
、
よ
り
大
き
な
差
益
を
得
た
。
‐
’
（
三
四
頁
）

第
四
。
食
料
品
店
へ
の
支
出
の
変
化

食
料
品
店
は
売
上
高
を
増
大
さ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
消
費
者

支
出
中
の
よ
り
大
な
る
部
分
を
腱
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
’
九

三
五
年
に
は
消
費
者
支
出
金
額
一
ド
ル
の
中
一
五
セ
ン
ト
が
食
料

品
店
で
の
購
買
に
む
け
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
一
九
五
八
年
に

は
そ
れ
は
一
ド
ル
当
り
一
七
・
三
一
セ
ン
ト
に
上
昇
し
た
。

第
五
。
技
術
的
発
展
と
そ
の
利
用

技
術
的
発
展
と
そ
の
利
用
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
発
展
と

と
く
に
関
係
の
深
い
の
は
自
動
車
と
電
気
冷
蔵
で
あ
る
。
一
自
動

車
は
ま
す
ま
す
日
常
生
活
に
使
用
さ
れ
る
に
至
り
、
婦
人
運
転
が

一
層
さ
か
ん
に
行
わ
れ
、
店
へ
の
買
物
に
実
際
に
使
わ
れ
た
。
自

動
車
と
そ
の
利
用
は
こ
う
し
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
発
展
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を
果
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」

（
一
一
一
七
’
三
八
頁
）
「
購
買
慣
習
に
与
え
た
電
気
冷
蔵
の
主
な
影
響

は
店
へ
の
質
物
の
頻
度
を
減
少
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
」
（
三
八
頁
）

「
〔
そ
れ
に
加
え
て
ｌ
岡
田
〕
電
気
冷
蔵
は
大
衆
性
を
も
っ
た
鍵

数
の
冷
凍
食
砧
の
発
展
を
可
能
と
し
た
。
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ヅ
ト

は
冷
凍
部
門
に
ス
ペ
ー
ス
を
割
き
、
新
食
品
の
貯
蔵
・
展
示
に
必

要
な
冷
凍
部
門
に
大
き
な
強
木
を
投
じ
て
、
小
食
料
品
店
よ
り
も

こ
の
変
化
を
利
用
し
た
。
」
（
四
○
頁
）

第
六
。
人
口
の
増
加
と
郊
外
へ
の
移
動

人
口
増
は
都
市
中
心
部
よ
り
周
辺
地
区
の
方
が
甚
し
く
、
し
か

も
一
九
五
○
年
に
お
い
て
中
心
部
の
巾
程
度
住
民
の
収
入
は
三
、

六
○
○
ド
ル
で
あ
る
の
に
対
し
て
郊
外
地
区
で
は
住
民
の
収
入
は

五
、
一
○
○
ド
ル
で
比
較
的
に
高
い
。

第
七
。
小
売
の
分
散
化
傾
向

郊
外
地
区
で
の
人
口
増
に
伴
っ
て
、
改
護
さ
れ
た
建
物
・
設

備
・
駐
車
場
を
も
つ
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
全
国
の
あ
ら
ゆ
る

地
域
・
聚
落
に
作
ら
れ
た
。

第
八
。
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
及
び
ス
ク
ラ
ソ
ブ

ル
ド
・
マ
ー
チ
ヤ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
を
含
む
消
費
者
の
附
貿
慣
習
の

一一一一一ハ



変
化ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
の
出
現
以
後
に
お
い
て
消
跳
者
の
峨
貿

慣
習
に
著
し
い
変
化
が
存
在
す
る
こ
と
は
既
に
充
分
認
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
だ
が
、
教
授
は
そ
れ
を
、
一
、
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
・
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
二
、
週
一
回
食
料
品
嚇
貿
、
一
一
一
、
自
動
車
に
た
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
四
、
来
客
一
人
当
り
峨
貿
高
期
大
、
五
、
週
の

特
定
日
へ
の
買
物
の
轆
中
六
、
速
方
へ
の
賀
出
し
七
、
男
性

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
増
加
八
、
耐
動
的
購
買
（
来
店
前
に
予
定
さ

れ
な
か
っ
た
購
買
）
九
、
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
の
撰
好
一
○
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
お
け
る
便
宜
・
魅
力
の
要
求
二
、
広
告
の

普
及
、
の
諸
項
目
に
要
約
し
て
い
る
。

第
九
。
そ
の
他

そ
の
他
に
は
、
既
婚
婦
人
が
労
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
婦
人
の

支
出
の
幅
が
増
大
し
た
こ
と
、
食
料
品
製
造
業
者
の
商
標
・
包

装
・
宣
伝
が
消
費
者
に
あ
ら
か
じ
め
行
き
と
箕
い
て
い
る
こ
と
、

品
質
・
価
格
が
一
定
し
ブ
ラ
ン
ド
で
商
品
が
売
れ
、
セ
ル
フ
・
サ

ー
ビ
ス
と
い
う
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
心
的
将
微
の
発
揮
に

有
利
で
あ
っ
た
こ
と
、
等
だ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
著
者
は
、
社
会
経
済
的
な
、
ま
た
悩
習
的
な
こ

れ
ら
の
諸
条
件
の
変
化
が
直
線
的
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
発

司
日
己
弄
〕
．
。
］
胃
ぐ
画
豆
印
巨
已
の
【
日
凹
『
胃
戸
冒
碩
（
岡
田
）

雁
を
も
た
ら
し
た
、
と
い
う
観
方
に
は
く
み
し
な
い
。
む
し
ろ
教

授
は
、
こ
れ
ら
の
識
条
件
の
変
化
に
対
し
て
相
競
争
す
る
食
料
品

小
売
盗
木
が
そ
れ
ぞ
れ
に
秋
極
的
に
経
営
方
針
を
う
ち
出
し
、
そ

れ
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
特
殊
な
経
営
形
態
を
優
勢
な

ら
し
め
た
の
で
あ
り
、
か
つ
苑
化
し
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
自

体
が
識
条
件
の
変
動
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
鵬
し

て
き
た
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

「
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
の
記
録
は
、
そ
の
抜
目
の
な
い
有
能

な
経
営
管
理
の
記
録
で
あ
る
。
他
の
い
か
な
る
種
類
の
小
売
業
も

こ
の
三
○
年
間
の
か
く
の
如
き
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
示
し
た
も
の
は

な
い
。
」
（
’
一
二
一
頁
）
「
不
況
期
に
お
い
て
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
既
存
の
小
売
商
と
比
較
し
て
低
コ
ス
ト
の
食
料
品
マ
ー
ヶ

ッ
ク
ー
と
な
り
、
そ
の
若
干
の
貯
蔵
分
を
よ
り
低
い
価
格
で
梢
役

者
に
ま
わ
し
た
。
処
非
善
悪
の
か
ま
び
す
し
い
論
議
の
渦
中
に
運

動
が
一
度
び
出
発
す
る
や
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
不
断
の
変

化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
政
策
を
と
っ
て
き
た
。
国
民
所
得
が
上
昇

す
為
や
、
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
は
〃
安
売
り
〃
形
態
か
ら
改
善

さ
れ
た
設
備
・
位
世
・
建
物
を
も
っ
た
タ
イ
プ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

切
り
変
っ
た
。
食
料
配
給
の
実
施
さ
れ
た
第
二
次
大
戦
巾
に
は
非

食
品
を
取
扱
品
目
に
加
え
た
。
…
…
戦
後
に
指
い
て
は
郊
外
へ
の

一
一
一
一
七



人
口
移
動
の
傾
向
に
従
い
、
鱗
資
力
の
高
い
、
成
長
の
機
会
の
多

い
こ
の
新
地
域
へ
の
進
出
を
強
調
し
た
。
…
…
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ

・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
慣
習
が
拡
が
れ
ば
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
こ
の
消
費
者
の
好
み
を
最
大
限
に
利
用
し
て
多
角
経
懲
を
行
っ

た
。
」
（
二
一
一
一
一
頁
）

ス
ー
・
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
の
主
要
な
販
売
政
獺
は
依
然
と
し
て
低

価
格
を
主
要
な
も
の
と
す
る
。
「
肺
格
に
つ
い
て
い
え
ば
、
よ
り

低
廉
な
る
価
格
で
の
販
売
は
、
〃
安
売
り
〃
時
代
の
は
じ
め
か
ら

今
日
の
現
代
的
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
至
る
ま
で
一
般
的
に
実

行
さ
れ
て
い
る
。
」
（
五
七
頁
）
こ
の
価
格
競
争
と
相
伴
っ
て
採
ら

れ
て
い
る
競
争
手
段
は
、
全
国
的
に
広
告
そ
の
他
に
よ
っ
て
品
質

に
閲
す
る
知
識
が
普
及
し
信
用
さ
れ
て
い
る
商
標
商
品
の
取
扱
い

に
よ
る
品
質
競
争
で
あ
る
。
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
に
し
て
も
こ
の

〃
価
桁
に
比
べ
て
安
心
で
き
る
価
質
〃
と
い
う
顧
客
の
信
頼
感
に

依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

次
い
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
綴
常
政
策
の
特
色
は
セ
ル

フ
・
サ
ー
ビ
ス
に
あ
る
。
こ
の
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
は
叩
に
燐
業

費
の
節
約
の
利
点
に
と
蛍
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
教
授
は
セ
ル

フ
・
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
者
の
購
痙
愚
慣
習
の
変
化
と
一
致
し
て
い
る

こ
と
を
あ
げ
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
は
じ
め
セ
ル
フ
・
サ
ー

二
二
八

ビ
ス
を
食
料
品
部
門
で
し
か
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
食

肉
、
酷
製
品
、
青
果
物
及
び
．
〈
ン
部
門
に
拡
大
し
て
著
し
い
成
果

を
あ
げ
た
。
」
（
六
一
頁
）
と
し
、
肉
類
の
例
を
と
っ
て
セ
ル
フ
・

サ
ー
ビ
ス
が
顧
客
の
附
買
慣
習
乃
至
心
理
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
す
る
。
「
顧
客
は
、
一
、
待
つ
の
を
嫌
い
、
二
、
豊
富
な

郁
類
の
肉
の
巾
‐
か
ら
雌
貿
対
象
を
探
し
た
い
欲
望
を
も
つ
、
三
、

自
分
で
撰
択
す
ゐ
こ
と
を
好
む
、
四
、
鰯
貿
対
象
を
よ
く
み
る
こ

と
を
好
む
、
五
、
峨
貿
撰
択
に
自
分
で
時
間
を
灘
す
の
を
好
む
」

（
六
一
、
ｌ
六
二
頁
）

仕
入
れ
活
動
面
で
も
そ
の
特
色
は
著
し
い
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
そ
の
発
展
に
伴
い
、
嚇
買
者
と
し
て
強
力
な
力
を
持
つ
に

至
り
、
自
ら
卸
売
業
の
機
能
を
噛
む
も
の
が
噸
大
し
た
・
「
ス
ー

・
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
の
約
八
○
％
は
食
料
品
雑
貨
を
自
ら
の
中
央
倉

庫
か
ら
引
川
し
、
九
’
一
○
％
が
小
売
商
所
有
の
協
同
組
合
か
ら
、

三
％
は
目
‐
Ⅲ
述
鎖
卸
売
商
か
ら
枕
入
れ
、
中
央
倉
庫
或
は
そ
れ
に

類
似
の
も
の
を
も
た
な
い
も
の
は
七
％
に
す
ぎ
な
い
。
」
（
八
五
頁
）

ま
た
販
売
者
で
あ
る
製
造
業
者
に
対
し
て
も
地
位
を
態
得
し
て
い

る
．
「
〔
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ヶ
翻
卜
の
統
合
の
蕊
と
し
て
１
選

峨
買
者
（
ス
ー
パ
ー
）
と
販
売
者
（
生
産
者
）
の
今
日
の
取
引
は

ま
す
ま
す
生
産
者
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
支
持
・
協
同
を
必



要
と
す
る
共
同
事
業
化
し
て
い
る
。
」
（
七
六
頁
）

仕
入
れ
面
の
他
の
重
要
な
特
色
は
、
新
製
品
の
敏
速
な
仕
入
れ

と
粗
差
益
の
大
き
い
非
食
品
の
取
扱
い
で
あ
る
。
こ
の
非
食
品
の

取
扱
い
は
食
料
品
店
の
多
角
経
営
化
を
も
た
ら
し
、
’
九
二
○
年

代
に
は
隆
盛
を
極
め
て
い
た
専
門
的
食
料
品
店
を
敗
退
せ
し
め
た

ば
か
り
で
な
く
、
ド
ラ
ッ
グ
・
ス
ト
ア
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
・
ス
ト
ア

及
び
デ
パ
ー
ト
を
根
底
か
ら
脅
か
す
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
複
雑
化
し
、
多
角
化
し
、
し
か
も
硝
澱
者

の
欲
望
の
変
化
、
新
製
品
の
登
場
等
だ
の
変
化
す
る
状
勢
の
中
で

効
率
的
な
大
量
仕
入
れ
を
行
う
た
め
に
は
仕
入
れ
活
動
が
組
織
化

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
こ
で
組
織
さ
れ
る
の
が
仙
人
（
貿

付
）
委
員
会
或
は
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ズ
委
員
会
で
あ
る
。
こ
の
仕

入
委
員
会
こ
そ
旧
来
の
〃
前
垂
掛
商
人
〃
に
か
わ
っ
て
組
織
化
さ

れ
た
小
売
商
と
し
て
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
特
色
ず
け
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
は
三
人
’
一
七
人
か
ら
成
り
、
仕
入
れ

人
は
じ
め
広
告
部
、
販
売
促
進
部
、
マ
ー
チ
ヤ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ

部
、
販
売
部
の
各
執
行
部
の
ト
ッ
プ
が
入
っ
て
い
る
。
委
員
会
が

組
織
さ
れ
る
狙
い
は
「
一
、
仕
入
決
定
を
一
時
的
思
い
つ
き
の
環

境
か
ら
切
離
す
。
二
、
仕
入
決
定
に
お
け
る
仕
入
者
個
人
の
好
悪

感
の
排
除
。
三
、
若
干
名
の
店
員
が
委
員
会
に
交
替
参
加
す
る
こ

句
量
】
）
弄
］
．
。
富
『
『
鴬
》
の
畠
）
の
『
日
胃
云
巾
戸
旨
、
（
岡
田
）

と
に
よ
り
中
央
部
で
の
仕
入
経
営
を
理
解
す
る
の
を
援
け
る
。

四
、
染
合
的
知
識
の
利
用
。
五
、
仕
入
活
動
の
規
則
的
辿
読
性
の

確
保
。
」
（
七
八
頁
）
に
あ
る
。

営
業
費
用
に
つ
い
て
い
え
ば
、
建
物
・
設
備
の
改
良
、
サ
ー
ビ

ス
の
増
大
に
つ
れ
て
除
貨
に
噸
大
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
内
で
の
分
業
の
満
座
化
、
述
銚
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ

ヅ
ト
に
お
け
る
中
央
部
へ
の
管
理
の
集
中
、
或
は
予
算
制
度
等
変

に
よ
っ
て
系
統
的
に
そ
の
削
減
が
計
ら
れ
て
い
る
。
固
定
費
用
の

場
合
、
販
売
岡
の
墹
大
に
よ
っ
て
戒
範
囲
内
で
比
率
的
に
低
減
す

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
総
営

業
費
用
は
一
般
的
傾
向
と
し
て
年
点
増
大
し
て
い
る
。
だ
が
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
仙
価
の
小
売
商
と
比
較
す
れ
ば
な
お
低
コ

ス
ト
販
売
者
で
あ
る
。
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
の
総
悩
業
澱
比
率

は
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
・
ス
ト
ア
及
び
デ
パ
ー
ト
と
比
較
す
る
と
相
当

低
い
⑨
．
…
：
事
実
六
’
二
表
（
一
○
二
頁
）
の
示
す
よ
う
に
、
約

五
○
％
低
い
。
」
二
○
一
頁
）

｜｜｜ 

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
財
務
分
析
は
、
そ
の
原
理
が
小
売
商

・
の
薄
利
多
売
の
原
理
に
蝿
蒜
す
る
こ
と
を
示
す
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
そ
の
極
点
の
形
態
を
通
し
て
回
転
を
促
進
し
、
超
過
利

一
一
二
九



渦
を
独
得
し
て
価
格
を
引
下
げ
、
そ
れ
を
競
争
手
段
と
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
食
料
品
小
売
の
他
の
識
形
態
に
対
し
て
優
位
を
占
め
て

き
た
。ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
そ
の
低
価
格
政
箙
の
た
め
、
代
入
原

価
・
営
業
費
用
の
切
下
げ
に
も
か
Ｌ
わ
ら
ず
、
販
売
満
の
う
ち
の

利
潤
比
率
は
一
一
’
三
％
で
甚
だ
〃
穂
か
な
〃
も
の
で
あ
る
。
だ
が

こ
れ
は
販
売
高
中
の
利
洲
比
率
で
あ
る
か
ら
、
利
潤
率
を
考
え
る

た
め
に
は
投
下
鐡
木
の
回
転
を
港
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
回
転
率
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
年
二
’
一
四

回
の
回
娠
で
あ
る
の
に
、
デ
．
〈
ｉ
卜
等
は
年
二
’
四
回
賑
で
あ
っ

て
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
約
三
倍
以
上
の
回
転
速
度
を
も
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
、
例
え
ば
年
利
澗
率
五
％
の
場
合
、
一
○
○
万

ド
ル
を
投
じ
て
商
品
を
賀
入
れ
た
商
業
資
本
は
、
年
一
回
回
松
の

場
合
に
は
そ
れ
を
一
○
五
万
ド
ル
で
販
売
す
る
の
で
あ
る
が
、
年

四
回
回
帳
す
る
商
業
資
本
は
商
品
を
一
○
三
万
ド
ル
で
販
売
し
て

も
一
二
％
の
利
潤
率
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
…
…
Ｂ
と
同

じ
部
門
で
商
売
す
る
Ａ
の
資
本
の
回
娠
数
は
、
平
均
よ
り
多
い
か

も
知
れ
ず
、
少
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
場
合
腱
は
、
他
の
諸
資

本
の
回
娠
数
が
平
均
よ
り
少
い
か
多
い
か
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ

と
は
、
こ
の
部
門
に
投
下
さ
れ
た
総
資
本
鑓
の
回
転
を
変
化
さ
せ

二
一
一
一
○

な
い
。
だ
が
そ
れ
は
個
為
の
商
人
ま
た
は
小
売
業
者
に
と
っ
て
は

決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
場
合
〔
回
蛎
数
が
平
均
よ
り

多
い
嚇
合
ｌ
鯛
脳
〕
に
蜂
震
利
綱
を
え
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
は
あ
た
か
も
産
業
斑
本
家
が
平
均
条
件
よ
り
も
有
利
な
条
件
の

も
と
で
生
産
す
れ
ば
超
過
利
洲
を
得
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

競
争
に
よ
っ
て
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ら
ば
、
彼
は
自
分
の
利
洲
を

平
均
以
下
に
低
下
さ
せ
な
い
で
も
仲
側
よ
り
安
く
売
る
こ
と
が
で

き
る
。
－
（
マ
ル
ク
ス
）
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
商
業
笂
木
で
は
泥
上
両
の
噸
大
は
、
瀧
業
斑

木
に
お
け
る
売
上
商
の
増
大
と
比
峡
し
て
、
凧
定
資
本
を
追
加
的

に
投
下
す
べ
き
限
界
が
大
き
く
、
売
上
商
の
噸
大
に
次
っ
て
販
売

問
刈
り
の
閲
定
掛
川
を
減
少
せ
し
め
る
こ
と
が
客
［
笏
で
あ
る
。
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
こ
れ
を
十
二
分
に
利
用
し
て
い
る
。
救
援

は
代
表
的
例
と
し
て
、
年
Ⅱ
売
上
一
、
一
○
○
、
○
○
○
ド
ル
、

利
洲
一
一
一
三
、
一
○
○
ド
ル
、
自
己
資
本
一
六
四
、
○
○
○
ド
ル
、

売
上
高
比
純
利
潤
率
一
一
一
％
、
自
己
盗
木
の
収
益
率
一
一
○
・
一
二
％
・

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
と
っ
て
、
損
蔽
分
岐
点
が
い
か
に
低

く
、
限
界
収
益
性
が
い
か
に
高
い
か
を
表
示
し
て
い
る
（
一
四
六

頁
）
。｜
損
縦
分
岐
点
で
あ
る
売
上
蘭
七
一
一
一
三
、
○
○
○
ド
ル
〔
例
に



よ
る
と
、
仕
入
原
価
は
売
上
高
の
八
一
％
、
不
変
費
用
は
売
上
高

に
か
か
わ
り
な
く
六
六
、
○
○
○
ド
ル
、
可
変
費
用
は
売
上
高
の

一
○
％
と
な
っ
て
い
る
Ｉ
岡
田
〕
以
上
の
場
合
に
は
、
七
’
三

表
（
一
四
六
頁
）
の
結
果
の
示
す
如
く
、
売
上
高
一
、
三
○
○
、

○
○
○
ド
ル
で
は
利
益
〔
販
売
蔵
に
対
す
る
利
潤
比
率
ｌ
岡

田
〕
は
一
一
一
・
九
二
％
で
あ
る
。
：
…
・
利
潤
差
益
は
穏
当
な
も
の
で

あ
っ
て
も
、
販
売
高
が
大
で
あ
れ
ば
そ
れ
が
相
当
な
金
額
に
上
る

と
い
う
の
が
普
通
の
答
で
あ
る
。
そ
れ
は
表
の
デ
ー
タ
の
実
証
す

る
如
く
真
実
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
成
功

の
原
因
に
対
す
る
答
と
し
て
は
部
分
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
実

際
に
、
与
え
ら
れ
た
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
を
と
っ
て
み
る
と
、

利
潤
差
益
及
び
絶
対
的
利
潤
額
は
売
上
高
の
増
大
に
伴
っ
て
増
加

す
る
し
、
現
在
の
施
設
能
力
を
こ
え
て
売
上
高
が
増
大
し
、
追
加

的
な
固
定
費
用
が
必
要
と
な
る
ま
で
、
そ
れ
が
続
く
で
あ
ろ
う
。

…
…
売
上
高
一
、
一
○
○
、
○
○
○
ド
ル
で
一
一
一
三
、
○
○
○
ド
ル

或
は
三
％
の
利
潤
を
あ
げ
る
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
は
、
売
上
高

一
、
三
○
○
、
○
○
○
ド
ル
の
水
準
で
は
、
利
潤
は
五
一
、
○
○

○
ド
ル
或
は
三
・
九
二
％
に
墹
加
す
る
。
さ
ら
に
純
資
産
〔
或
は

自
己
資
本
ｌ
岡
田
〕
腱
対
す
る
百
分
比
で
護
現
す
れ
ば
、
刺

は
売
上
高
増
大
と
と
も
に
た
え
主
な
く
か
つ
急
速
に
増
大
す
る
。

閃
円
曽
］
【
」
・
ロ
】
貫
く
貝
引
⑫
巨
已
の
目
昌
２
．
一
【
の
二
】
】
ぬ
（
岡
田
）

売
上
一
、
一
○
○
、
○
○
○
ド
ル
の
水
堆
で
は
、
純
資
産
に
対
す

る
利
潤
の
百
分
比
は
二
○
・
一
二
％
で
あ
る
が
、
売
上
高
一
、
一
一
一

○
○
、
○
○
○
ド
ル
で
は
三
一
・
一
○
％
に
ま
で
上
昇
す
る
。
」

（
一
四
七
頁
）

四

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
こ
れ
ま
で
に
み
た
種
汽
の
経
営
政

策
・
原
理
に
よ
っ
て
競
争
戦
に
優
位
を
占
め
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
の
瞥
及
、
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ソ
ト
自
体
で
の
諮
欄
、
建

物
、
設
備
の
大
規
模
化
・
改
良
、
叩
他
店
開
設
の
た
め
の
必
要
投

下
資
本
額
の
増
大
に
伴
っ
て
、
戦
後
の
著
し
い
傾
向
と
し
て
こ
上

に
集
中
・
統
合
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
今
や
競
争

は
ス
ー
・
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
柵
で
激
し
く
闘
わ
れ
、
拡
大
か
死
滅
か

①
ｘ
ｇ
ａ
Ｃ
Ｈ
臼
の
越
得
か
消
滅
か
色
Ｂ
Ｅ
Ｒ
の
。
【
の
〆
已
一
【
の
が
ま

す
ま
す
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

「
主
た
る
競
争
は
食
料
品
流
血
領
域
の
各
タ
イ
プ
間
の
競
争
と

し
て
遂
行
さ
れ
て
は
い
な
い
。
す
で
に
そ
れ
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
業
界
内
部
で
の
戦
闘
と
し
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
ｃ
」
（
二
二
四

頁
）
「
一
九
三
○
年
代
の
初
期
に
は
あ
ら
ゆ
る
ス
ー
．
ハ
ー
マ
ー
ヶ

ッ
ト
が
独
立
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
一
九
四
○
年
代

の
初
期
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
連
鎖
店
化
が
は
じ
ま
っ
た
。

一一一一一一



こ
の
チ
ー
ー
イ
ン
は
一
九
二
○
年
代
の
大
食
料
品
店
の
如
き
大
会
社

で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。
…
…
一
九
五
○
年
に
は
・
・
…
・
店
舗
が

一
箇
所
で
個
人
営
業
の
ス
ー
．
〈
１
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
三
七
％
を
占

め
、
売
上
高
は
全
休
の
三
七
％
弱
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
五

八
年
に
な
る
と
、
現
在
あ
ら
ゆ
る
食
料
品
店
販
売
を
支
配
し
て
い

る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
業
界
に
お
い
て
、
｜
単
位
店
悩
業
の
ス

ー
．
〈
１
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
雌
か
二
○
％
で
、
取
引
高
も
全
体
の
一
八

％
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
。
連
鎖
店
式
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
一

九
五
八
年
に
お
い
て
店
舗
数
の
六
○
％
、
売
上
満
の
六
九
・
一
％

を
．
占
め
る
に
至
っ
た
。
」
（
一
六
八
’
一
六
九
頁
）

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
転
換
し
た
シ
伜
句
は
ま
た
チ
ェ
イ

ン
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
訳
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
加
え
て
セ
イ
フ
ウ
ェ
イ
、
ク
ロ
ー
ガ
ー
が
三
大
チ
ェ

イ
ン
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
な
し
て
い
る
。
と
く
に
合
同
述

動
に
漏
溌
な
も
の
と
し
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
テ
ィ
ー
ｚ
ｇ
－
Ｃ
目
一

臼
田
、
ウ
ィ
ン
・
デ
ィ
キ
シ
ー
ゴ
「
ご
ロ
ロ
嵐
一
○
ク
ロ
ー
ガ
ー
、

グ
ラ
ン
ド
・
１
一
一
オ
ン
の
国
ロ
ロ
ロ
已
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
集
中
運
動
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
後
退
し
た
と
は
い
え
専
門

店
や
デ
パ
ー
ト
は
そ
れ
な
り
の
顧
客
を
維
持
し
て
い
る
し
、
既
に

成
功
し
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
懲
方
針
を
或
程
庇
導
入
．

ノ

利
用
し
て
い
る
の
で
、
ス
ー
・
ハ
ー
マ
ー
ヶ
ッ
ト
の
行
末
は
決
し
て

従
前
の
三
○
年
間
の
如
き
発
展
に
次
ぐ
発
展
の
見
迦
し
を
持
ち
え

な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

教
授
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
第
三
段
階
の
成
熟
期
に
入

っ
た
・
も
の
と
み
な
し
、
「
経
鴬
管
理
者
は
変
化
こ
そ
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
成
功
の
よ
っ
て
立
つ
礎
石
を
な
す
こ
と
を
悟
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
も
し
経
営
櫛
班
者
が
消
撒
者
の
欲
望
に
そ
っ
た
食
料
制
及

び
閲
迎
商
品
の
マ
ー
チ
ヤ
ソ
ダ
ィ
ジ
ソ
グ
改
灘
法
の
探
究
を
や
め

る
な
ら
ば
、
成
長
は
と
ま
り
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
他
の
成

熟
期
に
達
し
た
小
売
業
と
全
く
同
じ
運
命
を
辿
る
で
あ
ろ
う
。
１
－

（
二
二
一
頁
）
と
瀞
告
し
、
そ
の
経
営
諸
施
策
を
提
議
し
て
本
書

を
結
ん
で
い
る
。

一一
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